
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2024年4月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2024年4月30日～2025年5月9日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202505_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
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企業業績については、エネルギー価格の下落は下支えになるとみられますが、米国関税政策の不確
実性を背景に下振れが懸念されます。米国株式相場は、関税政策の不確実性が足元の景況感に影響
を与え、中国との貿易摩擦緩和には相当の時間を要するとみられる中、当面の上値は重いとみてい
ます。今後の関税政策については妥協点を見極める段階に入るとみられるものの、不確実性は残
り、引き続き神経質な展開が予想されます。欧州株式相場は、ECB（欧州中央銀行）が利下げ姿勢
を継続するとみられる中、米国関税政策の不確実性による域内景気の下押し圧力が懸念されること
から、上値の重い展開になるとみています。

（期間：2024年4月30日～2025年5月9日）

外国株式見通し 

マーケットの動き（2025年4月28日～5月9日） 米国株価指数の推移

外国株式相場は、米国、欧州ともに上値は重い

先週の米国株式市場は、4月25日比で上昇しました。
6、7日にかけて行われたFOMC（米国連邦公開市場委員会）において米政策金利維持が発表さ
れました。その後の会見で、パウエル議長の、関税政策の影響は判断を急がないとの発言か
ら、米国株式市場は上昇しました。その後、米英の貿易協定成立の報道を受け、米関税政策に
対する懸念が和らいだことで、米国株式市場は上昇しました。
欧州株式市場は、4月25日比で上昇しました。
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投資環境見通し（2025年5月）

4.73%

S&P500種株価指数 5,659.91 2.44% 3.72% ▲5.60%

NYダウ 41,249.38 2.83% 1.58% ▲6.23%
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